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〈氷海技術部〉

　　　 船型主要 目及び馬力の 変遷につ い て

　　　　　（その 4 新造船要 目表 の 船舶）

　On　Study　of　Propulsive　Perfbmlance　of　Ships　Built

　　　　in　Japan　Since　1950 （The　4th　Report）

　　　　　　　山 口 眞裕、菅井信夫

　　　　　　　　 平成 13年 5月

平成13年度　春季講演会　関西造船協会講演論文集

（大阪支所〉

ス トレ ス 付加時の CO2ハ イ ドレート膜の 再 生速度

　　RebUilding　Rate　of　CO2　H夕drate　Membrane

　 　 　 　 　 　 　 　 under 　Stress

　山根健次、小島隆志、綾　威雄、山本敬之、

　　　　中村香幸、成合英樹、阿部　豊

　　　　　　　 平成 13年 5 月

　 第38 回 日本伝熱 シ ン ポジ ウム 講演論文集

　 一
般商船 は 1960年代 か ら急速 に 油槽船 で は 大型化

され、また、コ ン テ ナ船 の 出現 で 高速化 されて きて

い る。前報 まで に、油槽船、コ ン テ ナ船 とフ ェ リー

に つ い て 船型主要 目 と馬力の 変遷を報告 した。こ れ

らは 日本海運集会所 の 日本船舶明細書か ら収集した

日本国内で 運航 さ れた船舶 で あ っ た。本報告で は、

関西 造船協会 の 会誌と ら ん の 新造 船要 目表に 記載 さ

れ た 船舶デ
ー

タ を 収集 した 船舶 につ い て 、 こ れ らの

変遷を調 べ た。今回収集 した 船舶 は 、国内向け は も

ち ろん、輸出船 も含 ま れ て い る 。報告で は 、船型主

要目と馬力の 変遷 に つ い て油槽船や コ ン テ ナ船等 の

船種毎 に 識別 して 示 した。また、船型性能 を示す係

数 と して 、ア ド ミ ラル テ ィ 係数、有効抗揚比、全抵

抗係数、粘性抵抗係数及 び剰余抵抗係数の 関連を示

す と と もに 、それ らの
一

部 を 図 で 示 した。今回 は、

実船 と模型 船 との 性能 の 相関 に 関 し て 、表面粗度修

正係数 を考慮 して 、剰余抵抗係数 に っ い て 検討を行

い 、実船 の 長さの 相違 に よる剰余抵抗係数 の 相違 を

少な くな る ように 補正 を行 っ た。そ の 剰余抵抗係数

の Cb及 び Fn に 対する変化 と して 解析 した。しか し、

剰余抵抗係数の 形 で は 船型 の 主要 目の 影響も含 まれ

て い る の で 、こ の ま まで は性能 の 向上 な ど を判 断す

るこ とは 出来な い 。そ こ で 、今回 は、既存 の 船型性

能 の 設計チ ャ
ー一トを基準に して 比較す る こ と に した。

こ こ で は 、母船型 が 艦艇 で あ る Taylor の 設計チ ャ
ー

トか ら性能を推定 し、その 値 と比較す る こ とに よ り、

性能変遷 を示す こ とに した。Taylorの 設計 チ ャ
ー

ト

の B！dや WL 切 上限値 を越 えて い る船舶が 多 く見 ら

れ た が 、大胆な外挿で 性能推定を行 っ た。推定 した

結果 は相対的に 今回の 実船の 結果 よ りも全体的 に小

さい が 、
こ の Taylorの設計チ ャ

ートか ら の 推定値 と

実船の結果との 比 の年代変化を み る と、性能が 向上

して い る と見 る こ とが 出来た。今回触 れ る こ とが 出

来なか っ た新造船要目表の 試運転時の 結果 に つ い て 、

次回以降 に検討 して い き た い と考 え て い る。

　 地球温暖化対策 の
一

つ とし て、火力発電所等 の 大

量排 出源 か ら CO2を回収 ・液化し、広大な海洋 を利

用 し て 処理す る方法が提案 され て い る が 、そ の 実現

性 を 評 価 す る た め に は、深 度 500〜 900m 以 深 で 生 成

する CO2ハ イ ドレートの 性質を 明 らか に す る こ とが

重要で あ る 。

　著者 らは、こ れ ま で Du −Nouy 式表面張力計を用 い

て （海）水 と液体 CO ・との 界面 に 生成 す る CO 、
ハ イ

ドレ
ー

ト膜 の 強度 を測定 して き た が 、今 回 、「
ス ト

レ ス 付加時 に お い て ハ イ ドレ
ー

ト膜 は 再生成す る」

とい う考え に 基づ き、ハ イ ドレート膜が 破断 しな い

限界 の リン グ降下速度 を 再生成限界 速度 と して 評価

した。そ して 、こ の 再生成限界速度 と、画像解析か

ら得 られ た ハ イ ドレ
ー

ト膜 の 成長速度 を比較検討 し

た。

　実験 は、ね じり力 に よ り白金 リン グ を押 し下 げ る

鋼線径 を太 くする こ とに より、ハ イ ドレ
ー

ト膜側 の

抵抗 の 大小 に 関わ りなく、予 め 定 め た
一

定速度 で リ

ン グを押 し下げ る こ とが で き る よう工 夫 した。

　 その 結果、リン グ降下速度 が 遅 い 場合 に は 膜 の 再

生成 に より膜 が 成長 を続け （見 た 目に は 、膜 が 伸 び

て い る よ うに 見 え る ）、界面 は 常 に ハ イ ドレ
ート膜

で 覆われ て い る が、ある限界値を超 え る と、膜が破

断 し、裸 の 界面 が 現れ る こ とが 確認 で きた。こ の 限

界速度 と、一
旦裸 に な っ た界面上をハ イ ドレート膜

が成長す る際 の速度 は ほ ぼ
一

致す る とともに、い ず

れ もハ イ ドレ
ー

ト解離 温 度 か ら の サ ブク
ー

ル 度 と と

も に 増加 す る こ とが 判 明 した 。 また、今回画像処理

か ら求 め たハ イ ドレート膜成長速度は、公 表され て

い る ハ イ ド レ
ート膜成長 速度 デ ータ と も ほ ぼ

一
致 し

た 。

　次 に、ハ イ ドレ
ート膜の 再生成機構を説明するた

め の 分子 レ ベ ル の 模 式 図 を提案 した。そ れ に よ る と、

ス ト レ ス の 付加 に伴 い、膜 に は 微細な亀裂 が 生 じる

が 、CO ，と水分子 が 亀裂 に 入 り込 み 新 た な ハ イ ド

レ
ートク ラス タ

ー
を形成す る。そして 最終的 に 、整
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